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『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類

│
│
文
体
と
語
彙
の
分
析
資
料
と
し
て
│
│

安
部
清
哉

　
【
要
旨
】
本
稿
で
は
、『
徒
然
草
』
の
語
彙
と
文
体
の
特
徴
に
つ
い
て
、
章
段
内
容
お
よ
び
章
段
構
成
（
第
1
部
・
第
2
部
）
と
の
関
連

性
を
も
考
慮
し
て
分
析
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
、「『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
章
段
特
徴
」
一
覧
表
を
提
示
す
る
。

こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
〝
章
段
内
容
の
分
類
案
〞
と
〝
各
章
段
に
お
け
る
諸
特
徴
〞
に
関
す
る
諸
案
・
諸
説
を
、

相
互
に
比
較
し
て
見
比
べ
る
た
め
に
、
対
照
可
能
に
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
そ
の
表
に
併
せ
て
、
稿
者
が
連
語
論
的
観
点
か
ら
分
析
し
て

明
ら
か
に
し
た
、『
徒
然
草
』
第
1
部
・
第
2
部
と
の
間
で
相
違
が
認
め
ら
れ
た
連
語
表
現
の
分
布
も
追
記
す
る
。
こ
れ
ま
で
章
段
内
容

に
関
す
る
諸
案
の
こ
の
よ
う
な
比
較
検
討
は
、
文
学
の
領
域
で
も
具
体
的
に
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
停
滞
し
て
い
る
『
徒

然
草
』
の
日
本
語
学
的
、
文
学
的
研
究
に
今
後
活
用
し
得
る
資
料
と
し
て
提
示
す
る
。

1　

は
じ
め
に

　
『
徒
然
草
』
は
中
世
前
期
を
代
表
す
る
文
学
作
品
（
所
謂
随
筆
）
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
文
学
や
思
想
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々

な
観
点
か
ら
の
日
本
語
学
的
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
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日
本
語
学
の
中
で
は
、
語
彙
研
究
の
観
点
も
含
め
、
文
体
（
擬
古
文
、
あ
る
い
は
、
和
漢
混
淆
文
、
和
文
と
の
混
合
文
章
な
ど
）、
文

体
と
特
徴
的
語
彙
と
の
関
係
、
文
法
（
特
に
、
中
世
前
期
の
語
法
や
口
語
研
究
、
係
結
び
研
究
ほ
か
）、
漢
語
研
究
（
中
世
漢
語
、
仏
教

的
漢
語
）、
思
想
・
宗
教
的
表
現
（
主
に
思
想
史
や
宗
教
史
の
観
点
か
ら
。
ま
た
、
仏
教
、
無
常
観
、
死
生
観
等
に
関
す
る
研
究
ほ
か
）

な
ど
、
多
く
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
先
行
研
究
を
詳
述
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
特
に
そ
の
日
本
語
学
的
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、
安
部
（2020

）
で
も

触
れ
て
い
る
の
で
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
本
稿
の
【
参
考
文
献
】
に
も
、
主
要
な
研
究
論
文
を
ま
と
め
て
お
い
た
。
ま
た
、

日
本
語
学
上
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
①
一
九
八
五
年
頃
ま
で
の
研
究
は
そ
れ
に
詳
し
い
遠
藤
好
英
（1987

）
に
、
ま
た
、
②
二
〇
一
〇

年
頃
ま
で
の
研
究
は
そ
れ
に
詳
し
い
辛
島
絵
美
（2014

）
に
、
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
譲
る
。

　

さ
て
、『
徒
然
草
』
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
日
本
語
史
研
究
の
中
で
、
中
世
の
一
資
料
と
し
て
は
利
用
さ
れ
る
も
の
の
、
個
別
の
章
段

解
釈
な
ど
を
別
と
す
れ
ば
、『
徒
然
草
』
に
特
化
し
て
の
日
本
語
学
的
研
究
は
、
一
時
期
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
が
現
状
と
言
え
よ
う
（
末

尾
の
参
考
文
献
欄
参
照
）。
語
彙
研
究
や
文
体
研
究
（
擬
古
文
、
和
漢
混
淆
文
）
で
も
、
や
や
停
滞
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
理

由
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
私
見
な
が
ら
、
新
し
い
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
新
た
な
切
り
口
に
よ
る
分
析
方
法
が
見
出
せ

な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
方
法
論
的
停
滞
が
一
つ
の
要
因
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
執
筆
者
は
、
安
部
（2020

）
に
お
い
て
、「
連
語
」
表
現
や
連
語
的
節
末
・
文
末
表
現
が
、
章
段
の
文
体
や
内
容

（
特
に
第
1
部
・
第
2
部
で
の
相
違
）
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
傾
向
を
指
摘
し
た
。
連
語
の
現
れ
方
が
、
章
段
構
成
や
章
段
の
文
体
・

表
現
と
密
接
に
関
連
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
連
語
は
、
語
彙
・
語
構
成
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
単
位
で
あ
る
が
、
広
義

と
し
て
は
語
彙
的
単
位
で
も
あ
る
。
連
語
の
出
現
傾
向
と
章
段
と
に
関
連
性
が
あ
る
と
な
る
と
、
個
々
の
章
段
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
中
味
、

つ
ま
り
は
章
段
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
章
段
内
容
の
類
型
と
語
彙
・
文
体
と
の
関
連
性
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
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連
語
や
語
彙
の
出
現
傾
向
を
、
章
段
単
位
で
今
後
分
析
し
て
い
く
た
め
に
も
、『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
が
、
ど
の
よ
う
に
類
型
的
に

分
類
で
き
る
の
か
、
が
今
後
の
新
た
な
分
析
視
点
と
も
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
で
は
ひ
と
ま
ず
手
初
め
に
、
従
来
の
研
究

に
お
い
て
、『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
に
応
じ
て
分
類
を
試
み
て
い
る
諸
説
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
横
断
的
に
対
照
し
て
比
較
で
き
る

よ
う
な
一
覧
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
で
、
表
1
と
し
て
、
掲
載
す
る
「『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
」
一
覧
表
が
そ
れ

で
あ
る
。
次
の
2
章
で
は
、
先
行
研
究
か
ら
章
段
内
容
の
分
類
に
関
す
る
論
を
選
択
・
収
集
し
た
観
点
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
し
、
次

い
で
3
章
以
降
で
は
、
今
回
採
用
し
た
章
段
分
類
の
諸
説
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

2　

章
段
内
容
の
分
類
案
の
収
集

　
『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
の
分
類
案
を
収
集
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
諸
注
釈
書
や
先
行
研
究
の
中
か
ら
、
章
段
分
類
を
試
み
て
い

る
も
の
を
、
ま
ず
探
索
し
た
。
そ
の
際
、
日
本
文
学
・
日
本
語
学
・
説
話
研
究
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
は
特
に
問
わ
な
か
っ
た
。
そ
の

段
階
で
収
集
で
き
た
も
の
は
、
文
学
的
視
点
か
ら
の
分
類
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

つ
い
で
、
全
章
段
に
わ
た
る
分
類
や
文
学
的
観
点
の
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
観
点
か
ら
章
段
の
分
類
を
提
示
し
て
い
る
も
の
も

採
用
し
た
。
例
え
ば
、『
枕
草
子
』
の
影
響
の
あ
る
章
段
、
中
止
法
の
多
用
さ
れ
る
章
段
、
特
徴
的
と
い
う
接
続
詞
類
（
さ
れ
ど
、
さ
れ

ば
等
）
の
使
用
さ
れ
る
章
段
、
説
話
的
観
点
か
ら
の
章
段
分
類
、
本
来
は
連
続
し
た
と
さ
れ
る
章
段
連
続
に
よ
る
分
類
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
今
回
採
用
し
た
も
の
は
、
次
の
3
章
に
て
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
参
考
ま
で
、
安
部
（2020

）
に
て
取
り
上
げ
た
第
2
部
に
偏
在
す
る
連
語
ほ
か
の
現
象
に
つ
い
て
も
比
較
参
照
の
た
め

に
併
記
す
る
こ
と
と
し
た
。
文
体
・
文
章
研
究
、
語
彙
・
連
語
研
究
の
観
点
か
ら
、
文
学
的
分
類
と
比
較
・
対
照
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。
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3　

章
段
内
容
の
分
類
と
各
章
段
に
お
け
る
諸
特
徴
に
関
す
る
諸
説

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
章
段
内
容
の
分
類
お
よ
び
各
章
段
の
特
徴
に
関
す
る
先
行
研
究
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①　
　

橘　

純
一
（1947

）『
徒
然
草
（
日
本
古
典
全
書
）』（
解
説
）
朝
日
新
聞
社

②
⑧　

鈴
木
一
彦
（1959
）「
徒
然
草
の
主
題
の
展
開
と
構
文
」『
講
座
解
釈
と
文
法
5
』
明
治
書
院

③　
　

木
藤
才
蔵
（1977
）『
徒
然
草
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）』（
解
説
）
新
潮
社

④
⑥　

西
尾
光
一
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
説
話
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

⑤　
　

三
田
村
雅
子
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
枕
草
子
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

⑦　
　

関
根
俊
雄
（1974

）「
徒
然
草
の
言
語
│
文
法
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

⑨　
　

 

安
部
清
哉
（2020.1

）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
│
│
連
語
型
文
末
表
現
と
文
体
│
│
」『
シ
リ
ー
ズ
〈
日
本
語
の
語

彙
3
〉
中
世
』
朝
倉
書
店

⑩　
　

 

安
部
清
哉
（2020.5

予
定
）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
第
1
部
・
第
2
部
│
│
接
続
機
能
表
現
の
プ
レ
近
代
化
と
文
体

│
│
」
日
本
近
代
語
研
究
会
編
『
論
究
日
本
近
代
語
1
』
ひ
つ
じ
書
房

　

こ
れ
ら
の
う
ち
①
〜
⑧
は
、
末
尾
に
掲
載
し
た
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
主
要
な
研
究
の
中
か
ら
、
文
字
通
り
の
意
味
で
の
管
見
の
範
囲

で
、
章
段
内
容
の
分
類
と
章
段
特
徴
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
も
の
を
選
び
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
見
落
と
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
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と
思
わ
れ
る
の
で
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
お
け
る
分
類
内
容
や
基
準
な
ど
に
関
し
て
は
、
次
の
4
章
に
て
一
覧
で
き
る
よ
う
掲
載
す
る
。

4　

章
段
の
内
容
と
諸
特
徴

4
│
（
1
）　

章
段
内
容
の
分
類
に
関
す
る
諸
説
│
│
橘
純
一
・
鈴
木
一
彦
・
木
藤
才
蔵
・
西
尾
光
一
各
説
│
│

　

こ
こ
で
は
、
各
章
段
内
容
に
関
す
る
諸
説
か
ら
、
橘
純
一
氏
・
鈴
木
一
彦
氏
・
木
藤
才
蔵
氏
の
説
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
論
文
に
お
け
る
各
分
類
と
説
明
部
分
と
を
順
に
掲
載
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
表
1
に
お
い
て
略
称
で
示
し
た
語
句
を
太
ゴ
チ
書
体

に
て
示
し
て
あ
る
。
ま
た
、
各
分
類
案
で
の
分
類
番
号
の
字
体
・
書
体
は
、
表
中
に
お
い
て
は
他
の
分
類
案
の
同
じ
数
字
と
の
区
別
の
た

め
、
変
更
し
た
も
の
が
あ
る
（
例
、
1
↓
⑴
、
⑵
↓
②
、
3
↓
三
、
な
ど
）。

①　

橘　

純
一
（1947

）『
徒
然
草
（
日
本
古
典
全
書
）』（
解
説
）
朝
日
新
聞
社

　
　
「
＊
の
附
い
て
ゐ
る
章
段
は
具
体
的
例
話
を
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。」

第
1　

処
世
訓　
　

総
数
85
段
、
32
％

　

1
、
自
然
安
恕
の
態
度
の
勧
説
（
計
19
段
）

10*
、
11
、
35
、
39:
、
53*
、
54*
、
63*
、
72
、
81
、
82*
、
113
、
116
、
124*
、
127
、
137
（
前
半
）、
139
、
143
、
154*
、
165

　

2
、
道
（
専
門
）
の
尊
重
と
得
道
の
心
掛
勧
説
（
計
18
段
）
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51*
、
52*
、
70*
、
80
、
101*
、
109*
、
110
、
114*
、
145*
、
146*
、
150
、
185*
、
186*
、
187
、
193
、
219*
、
222
、
238
の
1

　

3
、
日
常
言
動
に
関
す
る
教
訓
（
計
15
段
）

7
、
56
、
57
、
76
、
77
、
78
、
79
、
126
、
164
、
167
、
168
、
170
、
232*
、
233
、
234

　

4
、
特
に
儒
教
及
び
佛
教
の
戒
律
的
態
度
で
の
人
生
訓
（
計
17
段
）

83*
、
85
、
91
、
117
、
122
、
131
、
134*
、
142*
、
171
、
172
、
175
前
半
、
206*
、
207*
、
211
、
217
、
224*
、
229

　

5
、
特
に
簡
素
倹
約
の
生
活
勧
説
（
計
9
段
）

2
、
18*
、
99*
、
120
、
123
、
140
、
184*
、
215*
、
216*

　

6
、
慈
悲
・
思
ひ
遣
り
等
心
の
和
ら
ぎ
の
推
奨
（
計
7
段
）

84*
、
101*
、
121
、
128*
、
129
、
130
、
141*

第
2　

広
義
の
学
問
資
料
提
供　

　

総
数
67
段
、
25
％

　

1
、
考
証

　
　

ア
、
事
物
に
関
し
（
計
29
段
）

34
、
61
、
65*
、
67*
、
96
、
118*
、
119*
、
132*
、
133*
、
138*
、
147
、
148
、
149
、
161
、
173*
、
183
、
199*
、
200
、
201
、
205
、
219*
、
220
、
221
、
225*
、

226*
、
227*
、
228*
、
238
の
4
、
239

イ
、
言
語
・
文
字
に
関
し
（
計
19
段
）

14
、
22
、
158
、
159
、
160
、
163
、
169
、
176
、
181
、
197
、
198
、
202
、
205
、
210
、
214
、
223
、
238
の
2
・
3
・
5

　

2
、
故
実
（
計
19
段
）

33*
、
48*
、
64
、
66*
、
94
、
95
、
100*
、
102*
、
156*
、
177*
、
178*
、
179*
、
180
、
196*
、
203
、
204*
、
208*
、
213*
、
237



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
三

　

3
、
趣
味
情
操
の
涵
養
資
料
（
総
数
27
段
、
10
％
）

3
、
13
、
14
、
15
、
16
、
17
、
19
、
20
、
21*
、
22
、
23
、
24
、
25
、
26
、
27
、
28
、
29
、
43*
、
44*
、
104*
、
105*
、
137
、
175
後
半
、

191
、
192
、
212
、
240

　

4
、
女
性
、
結
婚
、
色
欲
に
つ
い
て
の
説
（
総
数
10
段
、
4
％
）

8
、
9
、
31
、
32
、
36
、
37
、
107
、
190
、
238
の
7
、
239

　

5
、
社
会
、
人
事
現
象
の
考
察
（
総
数
9
段
、
4
％
）

12
、
71
、
73
、
92*
、
93*
、
111*
、
194
、
235
、
243*

　

6
、
無
常
の
強
調
と
出
家
又
は
閑
居
の
勧
説
（
総
数
22
段
、
8
％
）【
引
用
者
注
＝
総
数
は
22
段
で
は
な
く
21
と
な
っ
て
い
る
】

30
、
41
、
49
、
58
、
59
、
74
、
75
、
93
、
98
、
108
、
112
、
137
後
半
、
151
、
155
、
157
、
166
、
174
、
188
後
半
、
189
、
241
、
242

　

7
、
滑
稽
の
興
味
を
主
と
し
た
段
（
総
数
16
段
、
6
％
）【
引
用
者
注
＝
総
数
は
16
段
で
は
な
く
15
と
な
っ
て
い
る
】

45*
、
46*
、
52*
、
53*
、
54*
、
86*
、
88*
、
90*
、
103*
、
106*
、
125*
、
135*
、
182*
、
209*
、
236

　

8
、
奇
聞
逸
話
（
総
数
14
段
、
5
％
）

40
、
42
、
50
、
60
、
62
、
68
、
69
、
87
、
89
、
115
、
162
、
195
、
218
、
230

　

9
、
其
の
他
（
総
数
16
段
、
6
％
）

序
、
1
、
4
、
5
、
6
、
38
、
47
、
55
、
60
、
69
、
97
、
144
、
152
、
153
、
231
、
238
の
6

②　

鈴
木
一
彦
（1959

）「
徒
然
草
の
主
題
の
展
開
と
構
文
」『
講
座
解
釈
と
文
法
5
』
明
治
書
院



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
四

　
「
各
段
の
構
成
」　　
【
安
部
注
＝
分
類
の
番
号
は
表
中
で
は
カ
ッ
コ
書
き
の
⑴
〜
⑼
及
び
⑽
①
、
⑽
②
で
示
す
。】

　

1　

単
に
主
張
の
み
を
述
べ
た
も
の
。

17
、
55
、
58
、
59
、
74
、
81
、
112
、
113
、
117
、
120
、
121
、
122
、
123
、
127
、
131
、
140
、
151
、
155
、
164
、
166
、
167
、
168
、
172
、
187
、
189
、

192
、
212
、
234
、
235
、
240
、
242

　

2　

一
つ
の
主
張
を
文
首
に
掲
げ
、
次
に
そ
れ
を
具
体
化
し
て
裏
づ
け
て
い
る
も
の
。

10
、
13
、
14
、
15
、
18
、
19
、
22
、
23
、
24
、
25
、
26
、
28
、
29
、
30
、
38
、
49
、
73
、
75
、
77
、
78
、
80
、
85
、
87
、
97
、
108
、

130
、
170
、
190
、
194
、
211
、
233

　

3　

実
例
を
掲
げ
て
、
結
論
的
に
主
題
を
示
す
も
の
。

52
、
54
、
57
、
76
、
92
、
116
、
128
、
129
、
134
、
142
、
143
、
150
、
157
、
175
、
193
、
206
、
217
、
231

　

4　

一
つ
の
主
張
を
は
さ
ん
で
実
例
を
列
挙
す
る
も
の
。

137
、
171
、
188

　

5　

体
験
談
あ
る
い
は
見
聞
談
を
掲
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
結
論
的
に
批
判
の
こ
と
ば
を
付
し
た
も
の
。

32
、
36
、
39
、
41
、
47
、
60
、
63
、
67
、
68
、
83
、
84
、
86
、
106
、
109
、
110
、
111
、
115
、
124
、
140
、
141
、
154
、
160
、
165
、
174
、
184
、

209
、
224
、
230
、
332

6　

体
験
談
あ
る
い
は
見
聞
談
を
掲
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
、
表
立
っ
た
結
論
的
批
判
も
感
想
も
書
か
ず
、
隠
に
何
か
を
主
張
し
て
い
る

も
の
。

11
、
33
、
40
、
43
、
44
、
45
、
48
、
53
、
69
、
70
、
88
、
89
、
90
、
93
、
135
、
136
、
144
、
145
、
152
、
153
、
162
、
186
、
195
、
196
、
207
、

215
、
216
、
236
、
243



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
五

　

7　

単
な
る
見
聞
を
何
ら
の
主
張
な
し
に
平
叙
し
た
も
の
。

42
、
50
、
71
、
114
、
218
、
222
、
225
、
226

　

8　
「
枕
草
子
」
の
「
…
…
は
」「
…
…
も
の
」
の
よ
う
な
類
纂
的
叙
法
に
よ
る
も
の
。

13
、
16
、
24
、
72
、
139

　

9　

情
趣
的
な
形
容
語
を
中
心
に
し
て
、
多
く
の
も
の
を
列
叙
す
る
型
。

21
、
23
、
105
、
137
、
191

　

10　

物
語
的
発
想
に
よ
る
も
の
。

　
　
（
1
）
32
、
43
、
44
、
104　

　
【
注
＝
王
朝
風
】

　
　
（
2
）
45
、
46
、
50
、
60
、
62
、
89
、
90
、
103
、
106
、
115
、
125
、
135
、
162
、
218
、
230
、
234　

　
【
注
＝
説
話
風
】

③　

木
藤
才
蔵
（1977

）『
徒
然
草
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）』（
解
説
）
新
潮
社

　
「
徒
然
草
の
内
容
」

　

Ⅰ
、
作
者
の
感
想
や
意
見
を
述
べ
た
も
の
（
総
計
123
段　

50
％
）

一
、
人
間
あ
る
い
は
人
事
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
118
段
）

⑴
人
間
と
し
て
の
生
き
方
、
身
の
処
し
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
35
段
）

1
、
3
、
4
、
5
、
6
、
7
、
18
、
38
、
49
、
58
、
59
、
74
、
75
、
85
、
92
、
93
、
98
、
108
、
112
、
122
、
123
、
128
、
129
、

130
、
131
、
134
、
140
、
151
、
157
、
174
、
188
、
211
、
217
、
241
、
242



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
六

⑵
無
常
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
6
段
）

25
、
30
、
137
後
半
、
155
、
166
、
189

⑶
日
常
の
態
度
や
行
動
、
人
間
と
し
て
の
営
み
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
35
段
）

序
、
17
、
31
、
32
、
35
、
36
、
37
、
56
、
57
、
73
、
76
、
77
、
78
、
79
、
80
、
111
、
113
、
116
、
127
、
143
、
164
、
165
、
167
、

168
、
170
、
175
、
191
、
192
、
193
、
224
、
229
、
231
、
232
、
233
、
234

⑷
人
間
の
心
・
本
能
・
本
性
・
心
理
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
7
段
）

8
、
9
、
26
、
71
、
172
、
194
、
235

⑸
友
人
、
女
、
妻
等
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
5
段
）　　
【
安
部
注
＝
「
⑤
周
囲
の
人
」】

12
、
107
、
117
、
190
、
240

⑹
住
居
、
調
度
、
飼
育
す
る
動
物
、
庭
の
草
木
等
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
9
段
）　　
【
注
＝
「
⑥
周
囲
事
物
」】

10
、
11
、
55
、
72
、
81
、
82
、
121
、
138
、
139

⑺
専
門
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
6
段
）

51
、
109
、
110
、
126
、
150
、
187

⑻
政
治
、
読
書
、
和
歌
、
旅
、
音
楽
、
言
葉
そ
の
他
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
15
段
）

2
、
13
、
14
、
15
、
16
、
22
、
23
、
24
、
27
、
28
、
29
、
97
、
120
、
142
、
171

二
、
自
然
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
（
計
5
段
）

19
、
20
、
21
、
137
前
半
、
212

　

Ⅱ
、
逸
話
・
奇
聞
・
滑
稽
談
そ
の
他
の
話
を
記
し
た
も
の
（
総
計
61
段　

25
％
）



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
七

一
、
逸
話
（
名
前
を
明
記
し
た
一
人
物
を
中
心
に
し
た
話
）
を
記
し
た
も
の
（
計
43
段
）　　
【
注
＝
❶
〜
❻
番
号
】

 

⑴
有
職
故
実
に
関
係
の
あ
る
話
（
計
13
段
）

33
、
48
、
70
、
94
、
99
、
100
、
101
、
102
、
182
、
196
、
206
、
207
、
208

 
⑵
信
仰
に
関
係
の
あ
る
話
（
計
4
段
）

39
、
69
、
144
、
222

 

⑶
奇
聞
（
計
2
段
）

42
、
195

 

⑷
滑
稽
な
話
（
計
5
段
）

45
、
103
、
106
、
135
、
236

 

⑸
そ
の
人
柄
や
生
き
方
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
話
（
計
14
段
）

60
、
62
、
83
、
84
、
86
、
124
、
136
、
141
、
152
、
153
、
154
、
184
、
215
、
216

 

⑹
専
門
家
に
関
す
る
話
（
計
5
段
）

114
、
145
、
146
、
185
、
186

二
、
奇
聞
・
滑
稽
談
・
そ
の
他
を
記
し
た
も
の
（
計
18
段
）

 

⑴
奇
聞
（
計
4
段
）

40
、
50
、
68
、
230

 

⑵
滑
稽
談
（
計
7
段
）

46
、
52
、
88
、
89
、
90
、
125
、
209



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
八

 

⑶
そ
の
他
（
計
7
段
）

47
、
53
、
54
、
87
、
115
、
162
、
218

　

Ⅲ
、
知
識
を
書
き
留
め
た
も
の
（
総
計
54
段　

22
％
）　　
【
注
＝
㈠
㈡
番
号
】

一
、
有
職
故
実
に
関
す
る
知
識
を
書
き
留
め
た
も
の
（
計
22
段
）

61
、
63
、
64
、
65
、
66
、
91
、
95
、
118
、
133
、
147
、
156
、
177
、
178
、
183
、
197
、
198
、
202
、
203
、
204
、
205
、
213
、
237

二
、
有
職
故
実
以
外
の
知
識
を
書
き
留
め
た
も
の
（
計
32
段
）　　
【
注
＝
表
中
は
「
他
の
知
識
」】

34
、
67
、
96
、
119
、
132
、
148
、
149
、
158
、
159
、
160
、
161
、
163
、
169
、
173
、
176
、
179
、
180
、
181
、
199
、
200
、
201
、
210
、
214
、

219
、
220
、
221
、
223
、
225
、
226
、
227
、
228
、
239

　

Ⅳ
、
物
語
的
な
場
面
を
描
い
た
も
の
（
総
計
4
段　

2
％
）

43
、
44
、
104
、
105

　

Ⅴ　

思
い
出
や
自
賛
を
記
し
た
も
の
（
総
計
3
段　

1
％
）

41
、
238
、
243

「
以
上
総
計
二
百
四
十
五
段
に
な
る
が
、
こ
れ
は
序
段
を
加
え
た
上
に
、
第
百
三
十
七
段
に
関
し
て
は
、
そ
の
前
半
は
自
然
に
つ
い

て
感
想
を
述
べ
た
も
の
、
そ
の
後
半
は
無
常
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
扱
っ
た
た
め
で
あ
る
。」

④　

西
尾
光
一
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
説
話
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

九
九

　
　

説
話
的
章
段

　

○  
第
一
類
：
40
、
45
、
46
、
48
、
53
、
69
、
70
、
88
、
99
、
100
、
108
、
114
、
135
、
136
、
144
、
145
、
146
、
152
、
153
、
162
、
176
、
182
、
195
、

196
、
207
、
222
、
225
、
226
、
227
、
228
、
286

　

○  

第
二
類
：
33
、
39
、
42
、
47
、
51
、
52
、
54
、
60
、
62
、
68
、
86
、
87
、
89
、
94
、
101
、
102
、
106
、
115
、
154
、
177
、
184
、
185
、
206
、

208
、
209
、
216
、
218
、
230
、

　

○
第
三
類
：
10
、
66
、
88
、
107
、
118
、
128
、
133
、
134
、
177
、
188
、
213
、
231

　

○  

体
験
見
聞
伝
達
の
章
段
：
50
、
84
、
90
、
109
、
110
、
111
、
119
、
125
、
126
、
141
、
158
、
178
、
179
、
186
、
215
、
217
、
219
、
220
、
221
、
224
、

232
、
243

4
│
（
2
）　

章
段
の
諸
特
徴
に
関
す
る
諸
説
│
│
三
田
村
雅
子
・
西
尾
光
一
・
関
根
俊
雄
・
鈴
木
一
彦
各
説
│
│

　

以
下
で
は
、
章
段
に
お
け
る
諸
特
徴
に
関
す
る
諸
説
を
挙
げ
る
。
三
田
村
雅
子
氏
・
西
尾
光
一
氏
・
関
根
俊
雄
氏
・
鈴
木
一
彦
氏
の
諸

説
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
お
け
る
各
分
類
と
説
明
部
分
と
を
順
に
掲
載
す
る
。

⑤　

三
田
村
雅
子
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
枕
草
子
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

　

 

枕
草
子
の
影
響
が
あ
る
章
段　
　
【
安
部
注
＝
『
枕
草
子
』
の
章
段
番
号
は
「
三
巻
本
系
統
朝
日
古
典
全
書
本
『
枕
草
子
』
の
段
数
で

あ
る
。」】

　
　

序　

│
│　

跋
・
二
一
〇



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
〇

　
　

一　

│
│　

五

　

一
六　

│
│　

二
〇
六
・
二
〇
七

　

一
九　

│
│　

三
・
三
八
・
一
九
一
・
二
一
三

　

二
一　

│
│　

二
〇
九
・
二
七
六

　

二
二　

│
│　

一
八
八

　

二
四　

│
│　

二
二
九
・
二
七
一

　

二
九　

│
│　

二
八

　

三
二　

│
│　

一
七
五

　

四
三　

│
│　

一
八
四

　

七
一　

│
│　

一
四
八
・
一
四
九

　

七
二　

│
│　

一
四
四

　

七
七　

│
│　

二
六

　

七
八　

│
│　

二
六

　

七
九　

│
│　

二
六

一
〇
四　

│
│　

七
〇

一
〇
五　

│
│　

七
九
・
二
八
五

一
〇
七　

│
│　

四
四

一
三
八　

│
│　

二
八



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
一

一
三
九　

│
│　

三
五
・
三
八
・
六
三
・
六
四

一
七
〇　

│
│　

二
三
・
二
九

一
七
五　

│
│　

二
六

一
九
〇　

│
│　

二
二

一
九
一　

│
│　

一
九
二
・
二
〇
三

二
一
四　

│
│　

二
〇
六

二
四
〇　

│
│　

二
五
二

⑥　

西
尾
光
一
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
説
話
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

　
「
本
来
の
連
続
章
段
」　　
（「
か
っ
こ
で
囲
ん
だ
も
の
が
第
二
類
で
あ
る
。」）

　

45
、
46
、（
47
）、
48
。　　

　
（
51
）、（
52
）、
53
、（
54
）。　　

　
（
68
）、
69
、
70
。　　

　
（
86
）、（
87
）、
88
、（
89
）。

　

99
、
100
、（
101
）、（
102
）、
103
。　　

　
　

114
、（
115
）。　　

　

135
、
136
。　　

　

144
、
145
、
146
。　　

　

152
、
153
、（
154
）。

　

176
、（
177
）。　　
　
（
184
）、（
185
）。　　

195
、
196
。　　
　
（
206
）、
207
、（
208
）、（
209
）。　　
　

225
、
226
、
227
、
228
。

⑦　
　

関
根
俊
雄
（1974

）「
徒
然
草
の
言
語
│
文
法
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

　

中
止
法
が
集
中
す
る
章
段



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
二

第
1
部　

1
、
2
、
3
、
4
、
7
、
9
、
10
、
18
、
25
、
28
、
30

第
2
部　

 
38
、
55
、
58
、
59
、
60
、
73
、
74
、
75
、
78
、
80
、
81
、
107
、
108
、
112
、
116
、
117
、
121
、
128
、
129
、
134
、
137
、
141
、
142
、
150
、

152
、
155
、
157
、
167
、
171
、
172
、
175
、
188
、
191
、
240
、
241

⑧　

鈴
木
一
彦
（1959

）「
徒
然
草
の
主
題
の
展
開
と
構
文
」『
講
座
解
釈
と
文
法
5
』
明
治
書
院

　
「
接
続
の
語
」　　
【
安
部
注
＝
表
1
中
の
○
の
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。】

　
　
　
　

①　

か
く
て　

（
1
例
）
│
│
19

　
　
　
　

②　

さ
て　

　

（
12
例
）
│
│
19
、
48
、
50
、
52
、
82
、
87
、
104
、
142
、
145
、
196
、
216
、
226

　
　
　
　

③　

さ
れ
ど　

（
3
例
）
│
│
14
、
80
、
121

　
　
　
　

④　

さ
れ
ど
も
（
3
例
）
│
│
85
、
150
【
240
、
引
用
者
注
＝
3
例
と
あ
る
が
、
原
文
で
は
「
240
」
が
脱
落
し
て
い
る
】

　
　
　
　

⑤　

さ
れ
ば　

（
19
例
）
│
│ 

9
、
25
、
26
、
58
、
79
、
93
、
107
、
108
（
2
例
）、
112
、
130
（
2
例
）、
134
、
137
、
142
、
155
、

188
、
213
、
219

　
　
　
　

⑥　

さ
る
は　

（
2
例
）
│
│
3
、
30

　
　
　
　

⑦　

さ
り
と
て
（
1
例
）
│
│
3



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
三

⑨
安
部
清
哉
（2020.1

）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
│
│
連
語
型
文
末
表
現
と
文
体
│
│
」『〈
日
本
語
の
語
彙
3
〉
中
世
』
朝
倉
書
店

　

以
下
の
4
点
に
つ
い
て
、
表
1
で
は
、
安
部
Ａ
、
安
部
Ｂ
の
段
に
記
号
も
利
用
し
て
示
し
て
あ
る
。

　

○
「『
と
ぞ
。』
止
め
」

「『
徒
然
草
』
に
は
単
な
る
「
と
ぞ
」
の
53
例
中
、
文
末
が
「
と
ぞ
。」
と
し
て
終
わ
る
「
文
末
用
法
」
が
19
例
も
あ
る
。【
中
略
】
さ

ら
に
そ
の
19
例
中
18
例
が
章
段
末
尾
に
現
れ
る
と
い
う
特
徴
を
示
す
。
一
方
、『
枕
草
子
』
に
は
「
と
ぞ
」
は
あ
る
も
の
の
「
と

ぞ
。」
止
め
の
文
は
な
い
。」

〔
内
訳
〕
章
段
末
尾
の
18
の
章
段
（
第
107
段
の
一
段
の
み
章
段
中
間
部
）
＝
第
46
、
48
、
70
、
89
、
94
、
104
、
116
、
135
、
144
、
147
、

152
、
156
、
176
、
177
、
184
、
204
、
225
、
238
段
。

　

○
「『（
と
〜
）
申
し
き
。』
止
め

「「
と
ぞ
（
言
ひ
け
る
）。」
に
類
似
す
る
末
尾
表
現
に
、「
申
す
」
と
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
に
よ
る
連
語
「
申
（
し
）
き
。」
が
計
14

例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
章
段
末
（
な
い
し
文
末
か
ら
3
文
以
内
）
に
来
る
例
が
11
章
段
あ
る
。」

〔
内
訳
〕
章
段
末
尾
か
3
文
以
内
の
11
の
章
段
＝
第
66
、
90
、
119
、
125
、
126
、
163
、
179
、
181
、
186
、
199
、
219
段
（
の
中
の
1
例
）。
＋

第
215
段
（「
申
さ
れ
き
。」）（
第
217
段
と
219
段
（
の
1
例
）
は
章
段
の
前
半
の
末
尾
部
、
220
段
は
章
段
後
部
で
ほ
ぼ
終
結
部
）

　

○
「
形
容
詞
評
価
文
の
多
用
」

「
第
2
部
に
集
中
し
17
章
段
以
上
は
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
近
い
章
段
に
連
続
し
て
い
る
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
。」



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
四

〔
内
訳
〕
第
35
、
39
、
55
、
56
、
57
、
137
、
139
、
140
、
160
、
165
、
170
、
175
、
189
、
190
、
191
、
192
、
231
段

　

○
「『
形
容
詞
（
〜
か
り
）
＋
け
り
。』
止
め
」

「
該
当
す
る
の
は
、
以
下
の
10
の
章
段
（
4
・
7
％
）
で
あ
る
。【
引
用
者
注
＝
第
2
部
の
】
212
章
段
中
の
○
最
初
の
1
文
の
末
尾
3

章
段
（
33
、
39
、
177
）。
○
章
段
末
尾
5
章
段
（
101
、
102
、
207
、
209
、
218
）、
○
末
尾
か
ら
2
文
以
内
2
章
段
（
70
。〔
125
段
も
、
章

段
前
半
部
の
末
尾
2
文
以
内
に
あ
り
、
こ
れ
に
準
じ
、
そ
の
後
半
末
尾
も
「
を
か
し
か
り
き
。」
止
め
〕）。（
な
お
、
184
段
も
章
段
末

か
ら
4
文
目
で
あ
る
が
、
終
結
部
3
文
は
批
評
的
文
言
。
こ
れ
ら
以
外
は
第
54
・
125
段
の
2
つ
の
み
。）」

⑩
安
部
清
哉
（2020

予
定
）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
第
1
部
・
第
2
部
│
│
接
続
機
能
表
現
の
プ
レ
近
代
化
と
文
体
│
│
」

　

以
下
の
3
点
に
つ
い
て
、
表
1
で
は
、
安
部
Ｃ
の
段
に
記
号
●
■
▲
を
利
用
し
て
示
し
て
あ
る
。

　

○
「
連
語
的
接
続
助
詞
『
ゆ
ゑ
＋
に
』
│
│
『
活
用
語
＋
ゆ
ゑ
に
』
の
用
法
」　
【
表
1
安
部
Ｃ
段
、
●
記
号
】

「
活
用
語
接
続
の
接
続
助
詞
的
連
語
用
法
と
な
る
と
『
枕
』
0
例
に
対
し
て
、『
徒
然
』
で
は
合
計
18
例
見
ら
れ
る
。」

「『
徒
然
』
の
「
ゆ
ゑ
」
の
活
用
語
接
続
用
法
18
例
は
、
第
四
十
六
段
（「
強
盜
に
あ
ひ
た
る
ゆ
ゑ
に
」）
以
降
に
現
れ
、
第
三
十
二
段

以
前
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
212
章
段
中
8
・
5
％
に
な
る
。」

〔
内
訳
〕
第
46
、
107
、
118
、
125
、
128
、
133
、
141
、
155
、
167
、
188
、
196
、
201
、
211
、
219
、
220
、
223
、
235
、
239
段

　

○
「
接
続
助
詞
的
連
語
『
と
い
へ
ど
』
と
『
と
い
へ
ど
も
』」　
【
表
1
安
部
Ｃ
段
、
■
記
号
】



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
五

「
接
続
機
能
辞
の
連
語
「（
〜
）
と
い
へ
ど
（
も
）」
は
『
徒
然
』
12
例
（
10
＋
2
）
に
対
し
て
『
枕
』
0
例
と
な
る
。
こ
れ
ら
は

「
と
い
へ
ど
も
」
1
例
が
第
九
段
に
あ
る
以
外
は
「
と
い
へ
ど
も
」「
と
い
へ
ど
」
計
11
例
が
第
2
部
の
第
三
十
三
段
以
降
で
あ
る

（
第
2
部
212
章
段
中
の
5
・
2
％
）。
第
九
段
の
1
例
も
前
後
に
仏
教
的
漢
語
と
対
句
表
現
が
あ
り
、
そ
の
1
文
は
漢
文
的
文
脈
で
あ

る
（
上
記
の
例
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、「
と
い
へ
ど
（
も
）」
は
、
兼
好
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
文
体
的
相
違
を
意
識
し
て
使
っ
た

連
語
と
見
て
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。」

〔
内
訳
〕
第
9
、
66
、
82
、
92
、
93
、
108
（
2
例
）、
122
、
124
、
150
、
175
、
187
段

　

○
「
接
続
助
詞
的
連
語
『
も
の
な
れ
ば
』」　
【
表
1
安
部
Ｃ
段
、
▲
記
号
】

「
該
当
す
る
10
例
は
第
十
九
段
、
第
五
十
八
段
、
第
百
十
八
段
2
例
、
第
百
二
十
一
段
2
例
、
第
百
二
十
五
段
、
第
百
四
十
一
段
、

第
百
九
十
一
段
、
第
二
百
十
九
段
（
物
な
れ
ば
）
で
あ
る
。
第
十
九
段
の
1
例
以
外
は
、
例
数
は
少
な
い
も
の
の
第
2
部
に
偏
る
。

そ
の
第
十
九
段
は
有
名
な
「
折
節
の
移
り
か
は
る
こ
そ
、
も
の
ご
と
に
哀
な
れ
。」
で
始
ま
る
自
然
論
・
季
節
論
の
章
段
で
あ
り
、

当
該
部
で
は
『
源
氏
』『
枕
』
を
挙
げ
て
対
比
を
意
図
的
に
行
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
作
者
自
身
の
文
体
が
強
く
出
て
い
る
と
も
読
め

る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
の
使
用
と
も
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。」

〔
内
訳
〕
第
19
、
58
、
118
（
2
例
）、
121
（
2
例
）、
125
、
141
、
191
、
219
段
。

5　

章
段
内
容
の
分
類
と
日
本
語
学
的
特
徴
│
│
文
体
と
連
語
│
│

　
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
連
語
表
現
に
は
、
そ
の
出
現
す
る
章
段
に
特
徴
的
な
偏
り
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
、
文
末
の
連
語



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
六

表
現
の
い
く
つ
か
に
は
、
第
三
十
三
段
以
降
の
い
わ
ゆ
る
第
2
部
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
偏
在
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
（
安
部

（2020.1
））。
文
末
で
の
連
語
表
現
の
み
な
ら
ず
、
接
続
機
能
表
現
に
お
い
て
も
、
分
布
の
偏
り
が
認
め
ら
れ
た
（
安
部
（2020.5

予

定
））。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
表
1
に
お
い
て
、
試
み
に
安
部
（2020.1

）、
安
部
（2020.5

予
定
）
で
の
指
摘
の
中
か
ら
、「
と
ぞ
。」
止
め
、

「
申
し
き
。」
止
め
、
お
よ
び
、
形
容
詞
の
多
用
、
主
題
的
表
現
部
の
「
形
容
詞
か
り
け
り
。」
止
め
、
な
ど
の
諸
特
徴
の
分
布
も
加
え
て

表
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
連
語
と
文
体
と
章
段
内
容
の
関
連
性
を
、
今
後
検
討
す
る
た
め
の
材
料
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

○ 

安
部
清
哉
（2020.1
）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
│
│
連
語
型
文
末
表
現
と
文
体
│
│
」『
シ
リ
ー
ズ
〈
日
本
語
の
語
彙
3
〉
中

世
』
朝
倉
書
店

　

○ 

安
部
清
哉
（2020

予
定
）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
第
1
部
・
第
2
部
│
│
接
続
機
能
表
現
の
プ
レ
近
代
化
と
文
体
│
」『
論

集
日
本
近
代
語
1
』
勉
誠
出
版

　

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
特
徴
的
語
彙
・
語
句
・
連
語
を
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
、
文
体
・

語
彙
の
関
連
性
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

6　

む
す
び
と
し
て

　

本
稿
で
は
、
上
記
4
章
で
示
し
た
『
徒
然
草
』
の
章
段
に
関
す
る
章
段
内
容
の
分
類
諸
案
お
よ
び
各
章
段
の
諸
特
徴
、
さ
ら
に
、
5
章

に
示
し
た
連
語
表
現
の
一
部
を
、
後
掲
の
表
1
「『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
章
段
特
徴
」
と
し
て
提
示
す
る
。

　

そ
こ
に
お
け
る
諸
デ
ー
タ
相
互
の
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
分
類
、
分
析
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
〇
七

『
徒
然
草
』
の
文
体
、
表
現
、
語
彙
、
連
語
な
ど
の
比
較
研
究
が
、
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
き
た
い
。

【
付
記
①
】
本
稿
は
、
安
部
（2020.1

）
の
い
わ
ゆ
る
講
座
物
で
の
『
徒
然
草
』
の
拙
文
を
構
想
し
た
折
に
準
備
し
た
資
料
で
あ
る
。
そ

こ
で
の
参
考
文
献
一
覧
は
編
集
方
針
の
た
め
、
五
十
音
順
で
あ
る
が
、
研
究
史
が
把
握
し
に
く
い
の
で
、
本
稿
で
は
年
代
順
で
示
し
て

あ
る
。

【
付
記
②
】
本
稿
は
次
の
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費2017

─2019

年
度
基
盤
研
究
Ｃ

（
基
金
）、
課
題
番
号
：17K

02785

、
代
表
：
安
部
、「
古
典
日
本
語
の
連
語
構
成
・
詞
辞
複
合
表
現
形
式
の
通
時
的
基
礎
研
究
」）

【
参
考
文
献
（
抄
録
）】『
徒
然
草
』
関
係
の
日
本
語
学
に
お
け
る
主
要
論
文
を
年
代
順
に
掲
載
す
る
。
文
学
関
係
・
注
釈
書
類
は
一
部
の
み
。
冒
頭
の
○

印
は
雑
誌
『
国
文
学
』
特
集
号
ほ
か
。

　

○
至
文
堂
編
集
部
（1953

年
3
月
）「
特
集
・
徒
然
草
の
研
究
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
18
─3
（
202
）

　

○
学
燈
社
編
集
部
（1957

年
2
月
）「
特
集
・
徒
然
草
の
総
合
探
求
」『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
2
─2

　

○
至
文
堂
編
集
部
（1957

年
12
月
）「
特
集
・
徒
然
草
の
新
し
い
研
究
と
展
望
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
22
─12
（
259
）

　

○
学
燈
社
編
集
部
（1967

年
10
月
）「
特
集
・
徒
然
草
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
」『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
12
─12

　

○
『
月
刊
文
法
』
編
集
部
（1970

年
）「
特
集
『
徒
然
草
』
の
助
詞
・
助
動
詞
」『
月
刊
文
法
』
2
─10

武
田
祐
吉
（1935

）『
新
解
徒
然
草
』
山
海
堂

橘　

純
一
（1947

）『
徒
然
草
（
日
本
古
典
全
書
）』（
解
説
）
朝
日
新
聞
社

西
宮
一
民
（1951

）「
徒
然
草
の
文
章
」『
国
語
国
文
』
20
─7
（
207
）

根
来
司
（1954

）「
中
世
人
と
中
古
語
│
文
語
研
究
へ
の
一
課
題
│
」『
国
語
学
』
19

堀
田
要
治
（1955

）「
徒
然
草
の
解
釈
文
法
」『
時
代
別
作
品
別
解
釈
文
法
』
至
文
堂
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部
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一
〇
八

中
村
幸
彦
（1955

）「
擬
古
文
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
20
─6

堀
田
要
治
（1955

）「
徒
然
草
の
解
釈
文
法
」『
時
代
別
作
品
別
解
釈
文
法
』

松
村
明
（1957

）「
国
語
史
か
ら
み
た
徒
然
草
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
22
─12
（
259
）

森
重
敏
（1958

）「
つ
れ
づ
れ
草
の
『
侍
り
』
を
め
ぐ
っ
て
│
敬
語
を
規
定
す
る
『
公
』
と
『
私
』
│
」『
女
子
大
国
文
』
8
（
森
重
敏
著
『
日
本
文
法
の

諸
問
題
』
に
収
録
）

西
尾
実
（1964
）『
つ
れ
づ
れ
草
文
学
の
世
界
』
法
政
大
学
出
版
局

白
石
大
二
（1959

）「
徒
然
草
と
中
世
語
法
」『
講
座
解
釈
と
文
法
5
』
明
治
書
院

鈴
木
一
彦
（1959

）「
徒
然
草
の
主
題
の
展
開
と
構
文
」『
講
座
解
釈
と
文
法
5
』
明
治
書
院

中
田
祝
夫
（1962

）「
徒
然
草
の
二
文
脈
│
和
文
脈
と
訓
読
語
脈
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
27
─12

安
良
岡
康
作
（1968

）『
徒
然
草
全
釈
』
解
説

安
良
岡
康
作
（1969

）「
徒
然
草
に
お
け
る
文
体
の
問
題
」『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
14
─4

白
石
大
二
（1969

）「
徒
然
草
の
文
法
」『
日
本
文
法
講
座
4
解
釈
文
法
』
明
治
書
院

田
辺
爵
（1970

）「
擬
古
文
と
し
て
の
『
徒
然
草
』
の
文
体
」『
月
刊
文
法
』
2
─10

細
谷
直
樹
（1970

）「
徒
然
草
の
語
形
の
ゆ
れ
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
47
─6

白
石
大
二
（1970

）「『
徒
然
草
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
き
」「
け
り
」」『
月
刊
文
法
』
2
─7

中
田
祝
夫
（1970

）「『
徒
然
草
』
と
漢
文
訓
読
雑
考
」『
月
刊
文
法
』
2
─10

佐
藤
喜
代
治
（1970

）「
徒
然
草
の
執
筆
意
図
」『
月
刊
文
法
』
2
─10

木
村　

健
（1971

）「『
徒
然
草
』
に
お
け
る
係
助
詞
│
「
こ
そ
」・「
ぞ
」
の
偏
在
に
つ
い
て
│
」『
中
央
大
学
国
文
』
14

西
尾
寅
弥
（1974

）「
徒
然
草
・
方
丈
記
の
敬
語
」『
敬
語
講
座
3　

中
世
の
敬
語
』
明
治
書
院

山
口
明
穂
（1974

）「
兼
好
法
師
の
言
語
観
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

三
田
村
雅
子
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
枕
草
子
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

福
島
邦
道
（1974

）「
中
世
国
語
史
に
お
け
る
徒
然
草
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

増
淵
恒
吉
（1974

）「
徒
然
草
の
言
語　

文
章
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版
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一
〇
九

西
尾
光
一
（1974

）「
徒
然
草
の
源
泉
│
説
話
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

関
根
俊
雄
（1974

）「
徒
然
草
の
言
語
│
文
法
」『
徒
然
草
講
座　

第
四
巻　

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
出
版

木
藤
才
蔵
（1977

）『
徒
然
草
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）』（
解
説
）、
新
潮
社

蜂
谷
清
人
（1981

）「
中
世
語
彙
の
概
説
」
佐
藤
喜
代
治
編
『
講
座
日
本
語
の
語
彙　

第
4
巻
中
世
の
語
彙
』
明
治
書
院

青
木
伶
子
（1981
）「
随
筆
の
語
彙
│
徒
然
草
│
」
佐
藤
喜
代
治
編
『
講
座
日
本
語
の
語
彙　

第
4
巻
中
世
の
語
彙
』
明
治
書
院

堀
田
要
治
（1983
）「
徒
然
草
の
解
釈
文
法
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
48
─2

森
由
美
子
（1986

）「『
徒
然
草
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
き
」「
け
り
」
の
再
検
討
」『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
14

遠
藤
好
英
（1987

）「『
徒
然
草
』
の
文
章
試
論
│
文
末
表
現
か
ら
│
」『
文
芸
研
究
』
114

久
保
田
淳
校
註
（1989

）『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
九　

方
丈
記　

徒
然
草
』
岩
波
書
店

山
口
雄
輔
（1991

）「
常
縁
本
『
徒
然
草
』
の
係
り
結
び
│
分
布
の
型
と
用
法
の
展
開
│
」『
文
教
大
学
国
文
』
20

山
口
雄
輔
（1992

）「『
徒
然
草
』
章
段
内
容
と
係
り
結
び
」『
文
教
大
学
国
文
』
21

半
藤
英
明
（1992

）「
係
結
び
の
も
た
ら
す
「
強
調
」
の
性
格
│
『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』
の
「
こ
そ
」
の
場
合
│
」『
計
量
国
語
学
』
18
─5

細
谷
直
樹
（1994

）『
方
丈
記
・
徒
然
草
論
』
笠
間
書
院

小
野
正
弘
（1994

）「『
正
徹
本　

徒
然
草
』
の
和
語
の
か
な
づ
か
い
」『
国
語
論
究　

5
中
世
語
の
研
究
』
明
治
書
院

山
内
洋
一
郎
（1996

）「『
山
路
の
露
』
の
語
彙
│
擬
古
文
の
語
彙
の
特
色
を
考
え
る
│
」
山
内
洋
一
郎
編
『
源
氏
物
語
外
篇　

山
路
の
露
本
文
と
総
索

引
』
笠
間
書
院

山
本
真
吾
（1999

）「
兼
好
の
言
語
規
範
意
識
の
一
側
面
│
『
徒
然
草
』
第
百
六
十
段
（
門
に
額
か
く
る
を
）
を
手
懸
り
と
し
て
│
」『
人
文
論
叢
』
11

（
三
重
大
学
）

半
藤
英
明
（2002

）「
徒
然
草
に
於
け
る
『
ぞ
』
と
『
こ
そ
』
の
近
似
性
」『
国
文
研
究
』
47

小
池
清
治
（2005

）「『
徒
然
草
』
の
文
体
は
明
晰
か
？
」『
宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集
』
20

中
野
貴
文
（2006

）「
心
構
え
の
重
視
│
『
徒
然
草
』
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
│
」『
国
語
国
文
』
75
─7

齋
藤
彰
（2010

）「
徒
然
草
の
表
現
│
〈
べ
し
・
べ
か
ら
ず
〉
の
用
法
に
み
る
兼
好
の
論
理
│
」『
学
苑
』
831

中
野
貴
文
（2011

）「『
徒
然
草
』
の
書
き
手
」『
文
学
』
12
─1
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徒
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容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
〇

辛
島
美
絵
（2014

）「
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
│
仮
名
文
書
と
『
徒
然
草
』
│
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
57

安
部
清
哉
（2020.1

）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
│
│
連
語
型
文
末
表
現
と
文
体
│
│
」『
シ
リ
ー
ズ
〈
日
本
語
の
語
彙
3
〉
中
世
』
朝
倉
書
店

安
部
清
哉
（2020.3

）「『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
」『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
66
（
本
稿
）

安
部
清
哉
（2020.3

）「
連
語
か
ら
見
た
『
徒
然
草
』
第
1
部
・
第
2
部
│
│
接
続
機
能
表
現
の
プ
レ
近
代
化
と
文
体
│
│
」
日
本
近
代
語
研
究
会
編

『
論
究
日
本
近
代
語
1
』
勉
誠
出
版

安
部
清
哉
・
蜂
尾
み
や
び
（2020.3

）「『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
あ
は
れ
」
の
現
れ
方
│
│
第
1
部
・
第
2
部
の
文
体
と
擬
古
的
側
面
」『
学
習
院
大
学

国
語
国
文
学
』
63

安
部
清
哉
・
川
澄
香
奈
（2020.3

）「『
徒
然
草
』
の
連
語
『
覚
え
し
』
と
文
体
」『
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
16

安
部
清
哉
・
川
口
結
（2020
予
定
）「『
徒
然
草
』
の
連
語
『
さ
も
』」『
学
習
院
大
学
教
職
課
程
研
究
年
報
』
6



『
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一
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表
1　
『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
章
段
特
徴

類分
橘
純
一
全
書

1 
9 
4 

7

橘
純
一
全
書

1 

9 

4 

7

鈴
木
一
彦

1 

9 

5 

9

木
藤
集
成

1 

9 

7 

7

木
藤
集
成

1 

9 

7 

7

西
尾
光
一

1 

9 

7 

4
特
徴

諸
相
三
田
村

1 

9 

7 

4
西
尾
光
一

1 

9 

7 

4
関
根
俊
雄

1 

9 

7 

4
鈴
木
一
彦

1 

9 

5 

9

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ

段章
第
1
の
1
〜
6

第
2
〜
第
9

Ⅰ
作
者
の

感
想
意
見

（
計
123
段
）

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

説
話
的
類

型
分
類

段章
枕
草
子
の

影
響
（
枕

の
章
段
）
連
続
章
段
中
止
法
集

中
章
段

接
続
詞

◆
形
容
詞

多
／「
と
ぞ

。」
止
め

◇「
形
容
詞

け
り
。」止
め

／「
申
し
き
。」

止
め

●
活
ゆ
る
18

／

■
言
へ
ど

も
12
／

▲
物

な
れ
ば
10

段章

序

九
其
他

③
行
動

序
跋
・
210

序

1

九
其
他

①
生
き
方

1
5

中
止
法

1

2
5
倹
約

⑧
そ
の
他

2

中
止
法

2

3

三
涵
養

①
生
き
方

3

中
止
法

さ
る
は
②
、

さ
り
と
て
①

3

4

九
其
他

①
生
き
方

4

中
止
法

4

5

九
其
他

①
生
き
方

5

5

6

九
其
他

①
生
き
方

6

6

7
3
教
訓

①
生
き
方

7

中
止
法

7

8

四
女
性

④
本
性

8

8

9

四
女
性

④
本
性

9

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

■

9

10
＊
1
態
度

⑵
主
張
具
体
化

⑥
周
囲
事
物

三
類

10

中
止
法

10

11
1
態
度

⑹
体
験
談
主
張

⑥
周
囲
事
物

11

11

12

五
社
会

⑤
周
囲
の
人

12

12

13

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑻
類
纂
叙
法

⑧
そ
の
他

13

13

14

イ
言
語
三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑧
そ
の
他

14

さ
れ
ど
③

14

15

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑧
そ
の
他

15

15

16

三
涵
養

⑻
類
纂
叙
法

⑧
そ
の
他

16
206
・
207

16

17

三
涵
養

⑴
主
張

③
行
動

17

17

18
＊
5
倹
約

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

18

中
止
法

18

19

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

㊁
自
然

19
3 

38 

191 

213

か
く
て
①
、

さ
て
⑫

▲

19

20

三
涵
養

㊁
自
然

20

20

21

＊
三
涵
養

⑼
形
容
語
列
叙

㊁
自
然

21
209
・
276

21

22

イ
言
語
三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑧
そ
の
他

22
188

22



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
二

23

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑼
形
容
語
列
叙

⑧
そ
の
他

23

23

24

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑻
類
纂
叙
法

⑧
そ
の
他

24
229
・
271

24

25

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

②
無
常

25

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

25

26

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

④
本
性

26

さ
れ
ば
⑲

26

27

三
涵
養

⑧
そ
の
他

27

27

28

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑧
そ
の
他

28

中
止
法

28

29

三
涵
養

⑵
主
張
具
体
化

⑧
そ
の
他

29
28

29

30

六
無
常

⑵
主
張
具
体
化

②
無
常

30

中
止
法

さ
る
は
②

30

31

四
女
性

③
行
動

31

31

32

四
女
性

⑸
事
例
と
批
判

⑽
①
王
朝
風

③
行
動

32
175

32

33

＊
二
故
実

⑹
体
験
談
主
張

❶
有
職
故
実

二
類

33

◆

◇

33

34

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

34

34

35
1
態
度

③
行
動

35

35

36

四
女
性

⑸
事
例
と
批
判

③
行
動

36

36

37

四
女
性

③
行
動

37

37

38

九
其
他

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

38

中
止
法

38

39
＊
1
態
度

⑸
事
例
と
批
判

❷
信
仰

二
類

39

◆

◇

39

40

八
逸
話

⑹
体
験
談
主
張

⑴
奇
聞

一
類

40

40

41

六
無
常

⑸
事
例
と
批
判

Ⅴ
思
い
出

41

41

42

八
逸
話

⑺
事
例
平
叙

❸
奇
聞

二
類

42

42

43

＊
三
涵
養

⑹
体
験
談
主
張

⑽
①
王
朝
風

Ⅳ
物
語
場
面

43
184

43

44

＊
三
涵
養

⑹
体
験
談
主
張

⑽
①
王
朝
風

Ⅳ
物
語
場
面

44

44

45

＊
七
滑
稽

⑹
体
験
談
主
張

⑽
②
説
話
風

❹
滑
稽

一
類

45

◎

45

46

＊
七
滑
稽

⑽
②
説
話
風

⑵
滑
稽
談

一
類

46

◎

「
と
ぞ
。」

●

46

47

九
其
他

⑸
事
例
と
批
判

⑶
そ
の
他

二
類

47

（
○
）

47

48

＊
二
故
実

⑹
体
験
談
主
張

❶
有
職
故
実

一
類

48

◎

さ
て
⑫

「
と
ぞ
。」

48

49

六
無
常

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

49

49

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
三

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ

50

八
逸
話

⑺
事
例
平
叙

⑽
②
説
話
風

⑴
奇
聞

伝
達

50

さ
て
⑫

50

51
＊
2
道

⑦
専
門

二
類

51

（
○
）

◇

51

52
＊
2
道

＊
七
滑
稽

⑶
実
例
結
論

⑵
滑
稽
談

二
類

52

（
○
）

さ
て
⑫

52

53
＊
1
態
度

＊
七
滑
稽

⑹
体
験
談
主
張

⑶
そ
の
他

一
類

53

◎

53

54
＊
1
態
度

＊
七
滑
稽

⑶
実
例
結
論

⑶
そ
の
他

二
類

54

（
○
）

◇

54

55

九
其
他

⑴
主
張

⑥
周
囲
事
物

55

中
止
法

◆

55

56
3
教
訓

③
行
動

56

◆

56

57
3
教
訓

⑶
実
例
結
論

③
行
動

57

◆

57

58

六
無
常

⑴
主
張

①
生
き
方

58

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

▲

58

59

六
無
常

⑴
主
張

①
生
き
方

59

中
止
法

59

60

八
逸
話
九
其
他

⑸
事
例
と
批
判

⑽
②
説
話
風

❺
人
柄

二
類

60

中
止
法

60

61

ア
事
物

㈠
有
職
知
識

61

61

62

八
逸
話

⑽
②
説
話
風

❺
人
柄

二
類

62

62

63
＊
1
態
度

⑸
事
例
と
批
判

㈠
有
職
知
識

63

63

64

二
故
実

㈠
有
職
知
識

64

64

65

＊
ア
事
物

㈠
有
職
知
識

65

65

66

＊
二
故
実

㈠
有
職
知
識

三
類

66

「
申
し
き
。」
■

66

67

＊
ア
事
物

⑸
事
例
と
批
判

㈡
他
の
知
識

67

67

68

八
逸
話

⑸
事
例
と
批
判

⑴
奇
聞

二
類

68

（
○
）

68

69

八
逸
話
九
其
他

⑹
体
験
談
主
張

❷
信
仰

一
類

69

◎

69

70
＊
2
道

⑹
体
験
談
主
張

❶
有
職
故
実

一
類

70

◎

「
と
ぞ
。」
◇

70

71

五
社
会

⑺
事
例
平
叙

④
本
性

71
148
・
149

71

72
1
態
度

⑻
類
纂
叙
法

⑥
周
囲
事
物

72
144

72

73

五
社
会

⑵
主
張
具
体
化

③
行
動

73

中
止
法

73

74

六
無
常

⑴
主
張

①
生
き
方

74

中
止
法

74

75

六
無
常

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

75

中
止
法

75

76
3
教
訓

⑶
実
例
結
論

③
行
動

76

76

77
3
教
訓

⑵
主
張
具
体
化

③
行
動

77
26

77

78
3
教
訓

⑵
主
張
具
体
化

③
行
動

78
26

中
止
法

78

79
3
教
訓

③
行
動

79
26

さ
れ
ば
⑲

79



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
四

80
2
道

⑵
主
張
具
体
化

③
行
動

二
類

80

中
止
法

さ
れ
ど
③

80

81
1
態
度

⑴
主
張

⑥
周
囲
事
物

81

中
止
法

81

82
＊
1
態
度

⑥
周
囲
事
物

82

さ
て
⑫

■

82

83
＊
4
人
生
訓

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

三
類

83

83

84
＊
6
慈
悲

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

伝
達

84

84

85
4
人
生
訓

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

85

さ
れ
ど
も
❸

85

86

＊
七
滑
稽

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

二
類

86

（
○
）

86

87

八
逸
話

⑵
主
張
具
体
化

⑶
そ
の
他

二
類

87

（
○
）

さ
て
⑫

87

88

＊
七
滑
稽

⑹
体
験
談
主
張

⑵
滑
稽
談

一
類

88

◎

88

89

八
逸
話

⑹
体
験
談
主
張

⑽
②
説
話
風

⑵
滑
稽
談

二
類

89

（
○
）

「
と
ぞ
。」

89

90

＊
七
滑
稽

⑹
体
験
談
主
張

⑽
②
説
話
風

⑵
滑
稽
談

伝
達

90

「
申
し
き
。」

90

91
4
人
生
訓

㈠
有
職
知
識

91

91

92

＊
五
社
会

⑶
実
例
結
論

①
生
き
方

92

■

92

93

＊
五
社
会
六
無
常
⑹
体
験
談
主
張

①
生
き
方

93

さ
れ
ば
⑲

■

93

94

二
故
実

❶
有
職
故
実

二
類

94

「
と
ぞ
。」

94

95

二
故
実

㈠
有
職
知
識

95

95

96

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

96

96

97

九
其
他

⑵
主
張
具
体
化

⑧
そ
の
他

97

97

98

六
無
常

①
生
き
方

98

98

99
＊
5
倹
約

❶
有
職
故
実

一
類

99

◎

99

100

＊
二
故
実

❶
有
職
故
実

一
類

100

◎

100

101
＊
2
道

＊
6
慈
悲

❶
有
職
故
実

二
類

101

（
○
）

◇

101

102

＊
二
故
実

❶
有
職
故
実

二
類

102

（
○
）

◇

102

103

＊
七
滑
稽

⑽
②
説
話
風

❹
滑
稽

一
類

103

◎

103

104

＊
三
涵
養

⑽
①
王
朝
風

Ⅳ
物
語
場
面

104
70

さ
て
⑫

「
と
ぞ
。」

104

105

＊
三
涵
養

⑼
形
容
語
列
叙

Ⅳ
物
語
場
面

105
79
・
285

105

106

＊
七
滑
稽

⑸
事
例
と
批
判

⑽
②
説
話
風

❹
滑
稽

二
類

106

106

107

四
女
性

⑤
周
囲
の
人

三
類

107
44

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

●

107

108

六
無
常

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

108

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

■

108

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
五

109
＊
2
道

⑸
事
例
と
批
判

⑦
専
門

伝
達

109

109

110
2
道

⑸
事
例
と
批
判

⑦
専
門

伝
達

110

110

111

＊
五
社
会

⑸
事
例
と
批
判

③
行
動

伝
達

111

111

112

六
無
常

⑴
主
張

①
生
き
方

112

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

112

113
1
態
度

⑴
主
張

③
行
動

113

113

114
＊
2
道

⑺
事
例
平
叙

❻
専
門
家

一
類

114

◎

114

115

八
逸
話

⑸
事
例
と
批
判

⑽
②
説
話
風

⑶
そ
の
他

二
類

115

（
○
）

115

116
1
態
度

⑶
実
例
結
論

③
行
動

116

中
止
法

「
と
ぞ
。」

116

117
4
人
生
訓

⑴
主
張

⑤
周
囲
の
人

117

中
止
法

117

118

＊
ア
事
物

㈠
有
職
知
識

三
類

118

●
▲
▲

118

119

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

伝
達

119

「
申
し
き
。」

119

120
5
倹
約

⑴
主
張

⑧
そ
の
他

120

120

121
6
慈
悲

⑴
主
張

⑥
周
囲
事
物

121

中
止
法

さ
れ
ど
③

▲
▲

121

122
4
人
生
訓

⑴
主
張

①
生
き
方

122

■

122

123
5
倹
約

⑴
主
張

①
生
き
方

123

123

124
＊
1
態
度

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

124

■

124

125

＊
七
滑
稽

⑽
②
説
話
風

⑵
滑
稽
談

伝
達

125

◇
／
「
申
し

き
。」

●
▲

125

126
3
教
訓

⑦
専
門

伝
達

126

「
申
し
き
。」

126

127
1
態
度

⑴
主
張

③
行
動

127

127

128
＊
6
慈
悲

⑶
実
例
結
論

①
生
き
方

三
類

128

中
止
法

●

128

129
6
慈
悲

⑶
実
例
結
論

①
生
き
方

129

中
止
法

129

130
6
慈
悲

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

130

さ
れ
ば
⑲

130

131
4
人
生
訓

⑴
主
張

①
生
き
方

131

131

132

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

132

132

133

＊
ア
事
物

㈠
有
職
知
識

三
類

133

●

133

134
＊
4
人
生
訓

⑶
実
例
結
論

①
生
き
方

三
類

134

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

134

135

＊
七
滑
稽

⑹
体
験
談
主
張

⑽
②
説
話
風

❹
滑
稽

一
類

135

◎

「
と
ぞ
。」

135

136

⑹
体
験
談
主
張

❺
人
柄

一
類

136

◎

136

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
六

137
前
半
（
1
態

度
）

三
涵
養
後
半
（
六

無
常
）

⑷
実
例
列
挙

⑼
形
容
語
列
叙

後
半
（
②
無

常
）
前

半

（
㊁
自
然
）

137

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

◆

137

138

＊
ア
事
物

⑥
周
囲
事
物

138
28

138

139
1
態
度

⑻
類
纂
叙
法

⑥
周
囲
事
物

139
35 

38 

63 

64

◆

139

140
5
倹
約

⑴
主
張

⑸
事
例
と
批
判

①
生
き
方

140

◆

140

141
＊
6
慈
悲

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

伝
達

141

中
止
法

●
▲

141

142
＊
4
人
生
訓

⑶
実
例
結
論

⑧
そ
の
他

142

中
止
法

さ
て
⑫
、
さ

れ
ば
⑲

142

143
1
態
度

⑶
実
例
結
論

③
行
動

143

143

144

九
其
他

⑹
体
験
談
主
張

❷
信
仰

一
類

144

◎

「
と
ぞ
。」

144

145
＊
2
道

⑹
体
験
談
主
張

❻
専
門
家

一
類

145

◎

さ
て
⑫

145

146
＊
2
道

❻
専
門
家

一
類

146

◎

146

147

ア
事
物

㈠
有
職
知
識

147

「
と
ぞ
。」

147

148

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

148

148

149

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

149

149

150
2
道

⑶
実
例
結
論

⑦
専
門

150

中
止
法

さ
れ
ど
も
❸

■

150

151

六
無
常

⑴
主
張

①
生
き
方

151

151

152

九
其
他

⑹
体
験
談
主
張

❺
人
柄

一
類

152

◎

中
止
法

「
と
ぞ
。」

152

153

九
其
他

⑹
体
験
談
主
張

❺
人
柄

一
類

153

◎

153

154
＊
1
態
度

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

二
類

154

（
○
）

154

155

六
無
常

⑴
主
張

②
無
常

155

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

●

155

156

＊
二
故
実

㈠
有
職
知
識

156

「
と
ぞ
。」

156

157

六
無
常

⑶
実
例
結
論

①
生
き
方

157

中
止
法

157

158

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

伝
達

158

158

159

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

159

159

160

イ
言
語

⑸
事
例
と
批
判

㈡
他
の
知
識

160

◆

160

161

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

161

161

162

八
逸
話

⑹
体
験
談
主
張

⑽
②
説
話
風

⑶
そ
の
他

一
類

162

162

163

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

163

「
申
し
き
。」

163

164
3
教
訓

⑴
主
張

③
行
動

164

164

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
七

165
1
態
度

⑸
事
例
と
批
判

③
行
動

165

◆

165

166

六
無
常

⑴
主
張

②
無
常

166

166

167
3
教
訓

⑴
主
張

③
行
動

167

中
止
法

●

167

168
3
教
訓

⑴
主
張

③
行
動

168

168

169

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

169

169

170
3
教
訓

⑵
主
張
具
体
化

③
行
動

170
23
・
29

◆

170

171
4
人
生
訓

⑷
実
例
列
挙

⑧
そ
の
他

171

中
止
法

171

172
4
人
生
訓

⑴
主
張

④
本
性

172

中
止
法

172

173

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

173

173

174

六
無
常

⑸
事
例
と
批
判

①
生
き
方

174

174

175
前
半
（
4
人

生
訓
）

後
半（
三
涵
養
）

⑶
実
例
結
論

③
行
動

175
26

中
止
法

◆

■

175

176

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

一
類

176

◎

「
と
ぞ
。」

176

177

＊
二
故
実

㈠
有
職
知
識

二
類
三
類

（
論
文
マ

マ
、
二
類

重
複
）

177

（
○
）

「
と
ぞ
。」

177

178

＊
二
故
実

㈠
有
職
知
識

伝
達

178

178

179

＊
二
故
実

㈡
他
の
知
識

伝
達

179

「
申
し
き
。」

179

180

二
故
実

㈡
他
の
知
識

180

180

181

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

181

「
申
し
き
。」

181

182

＊
七
滑
稽

❶
有
職
故
実

一
類

182

182

183

ア
事
物

㈠
有
職
知
識

183

183

184
＊
5
倹
約

⑸
事
例
と
批
判

❺
人
柄

二
類

184

（
○
）

「
と
ぞ
。」
◇

184

185
＊
2
道

❻
専
門
家

二
類

185

（
○
）

185

186
＊
2
道

⑹
体
験
談
主
張

❻
専
門
家

伝
達

186

「
申
し
き
。」

186

187
2
道

⑴
主
張

⑦
専
門

187

■

187

188

後
半（
六
無
常
）

⑷
実
例
列
挙

①
生
き
方

三
類

188

中
止
法

さ
れ
ば
⑲

●

188

189

六
無
常

⑴
主
張

②
無
常

189

◆

189

190

四
女
性

⑵
主
張
具
体
化

⑤
周
囲
の
人

190
22

◆

190

191

三
涵
養

⑼
形
容
語
列
叙

③
行
動

191
192
・
203

中
止
法

◆

▲

191

192

三
涵
養

⑴
主
張

③
行
動

192

◆

192

193
2
道

⑶
実
例
結
論

③
行
動

193

193

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
八

194

五
社
会

⑵
主
張
具
体
化

④
本
性

194

194

195

八
逸
話

⑹
体
験
談
主
張

❸
奇
聞

一
類

195

◎

195

196

＊
二
故
実

⑹
体
験
談
主
張

❶
有
職
故
実

一
類

196

◎

さ
て
⑫

●

196

197

イ
言
語

㈠
有
職
知
識

197

197

198

イ
言
語

㈠
有
職
知
識

198

198

199

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

199

「
申
し
き
。」

199

200

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

200

200

201

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

201

●

201

202

イ
言
語

㈠
有
職
知
識

202

202

203

二
故
実

㈠
有
職
知
識

203

203

204

＊
二
故
実

㈠
有
職
知
識

204

「
と
ぞ
。」

204

205

ア
事
物
イ
言
語

㈠
有
職
知
識

205

205

206
＊
4
人
生
訓

⑶
実
例
結
論

❶
有
職
故
実

二
類

206

（
○
）

206

207
＊
4
人
生
訓

⑹
体
験
談
主
張

❶
有
職
故
実

一
類

207

◎

◇

207

208

＊
二
故
実

❶
有
職
故
実

二
類

208

（
○
）

208

209

＊
七
滑
稽

⑸
事
例
と
批
判

⑵
滑
稽
談

二
類

209

（
○
）

◇

209

210

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

210

210

211
4
人
生
訓

⑵
主
張
具
体
化

①
生
き
方

211

●

211

212

三
涵
養

⑴
主
張

㊁
自
然

212

212

213

＊
二
故
実

㈠
有
職
知
識

三
類

213

さ
れ
ば
⑲

213

214

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

214
206

214

215
＊
5
倹
約

⑹
体
験
談
主
張

❺
人
柄

伝
達

215

「
申

さ

れ

き
。」

215

216
＊
5
倹
約

⑹
体
験
談
主
張

❺
人
柄

二
類

216

さ
て
⑫

216

217
4
人
生
訓

⑶
実
例
結
論

①
生
き
方

伝
達

217

「
申
し
き
。」

217

218

八
逸
話

⑺
事
例
平
叙

⑽
②
説
話
風

⑶
そ
の
他

二
類

218

◇

218

219
＊
2
道

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

伝
達

219

さ
れ
ば
⑲

「
申
し
き
。」
●
▲

219

220

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

伝
達

220

「
申
し
き
。」
●

220

221

ア
事
物

㈡
他
の
知
識

伝
達

221

221

222
2
道

⑺
事
例
平
叙

❷
信
仰

一
類

222

222

223

イ
言
語

㈡
他
の
知
識

223

●

223

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ



『
徒
然
草
』
の
章
段
内
容
と
分
類
（
安
部
） 

一
一
九

224
＊
4
人
生
訓

⑸
事
例
と
批
判

③
行
動

伝
達

224

224

225

＊
ア
事
物

⑺
事
例
平
叙

㈡
他
の
知
識

一
類

225

◎

「
と
ぞ
。」

225

226

＊
ア
事
物

⑺
事
例
平
叙

㈡
他
の
知
識

一
類

226

◎

さ
て
⑫

226

227

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

一
類

227

◎

227

228

＊
ア
事
物

㈡
他
の
知
識

一
類

228

◎

228

229
4
人
生
訓

③
行
動

229

229

230

八
逸
話

⑸
事
例
と
批
判

⑽
②
説
話
風

⑴
奇
聞

二
類

230

230

231

九
其
他

⑶
実
例
結
論

③
行
動

三
類

231

◆

231

232
＊
3
教
訓

③
行
動

伝
達

232

232

233
3
教
訓

⑵
主
張
具
体
化

③
行
動

233

233

234
3
教
訓

⑴
主
張

⑽
②
説
話
風

③
行
動

234

234

235

五
社
会

⑴
主
張

④
本
性

235

●

235

236

七
滑
稽

⑹
体
験
談
主
張

❹
滑
稽

一
類

236

236

237

二
故
実

㈠
有
職
知
識

237

237

238
238
の
1
（
2

道
）

4（
ア
事
物
）2
、

3
、
5（
イ
言
語
）

7
（
四
女
性
）
6

（
九
其
他
）

Ⅴ
思
い
出

238

「
と
ぞ
。」

238

239

ア
事
物
四
女
性

㈡
他
の
知
識

239

●

239

240

三
涵
養

⑴
主
張

⑤
周
囲
の
人

240
252

中
止
法

さ
れ
ど
も
❸

240

241

六
無
常

①
生
き
方

241

中
止
法

241

242

六
無
常

⑴
主
張

①
生
き
方

242

242

243

＊
五
社
会

⑹
体
験
談
主
張

Ⅴ
思
い
出

伝
達

243

243

分
類
橘
全
書
①

橘
全
書
②

鈴
木

木
藤
Ⅰ

木
藤
Ⅱ
〜
Ⅴ

西
尾
①

特
徴
三
田
村

西
尾
②

関
根

鈴
木

安
部
Ａ

安
部
Ｂ

安
部
Ｃ






